








●  まとめ

  育児に対するイメージでは、体験学習経験者は未経験者に比し、(1)赤ちゃんのあやし

かたがわかり、赤ちゃんをみても奇妙な感じがせず、赤ちゃんがそばに来ても逃げ出した

いと思わない(2)育児は楽しいと思い、育児で自分のしたいことができなくなると思わな

い、という傾向を得た。

  この結果から、体験学習経験者は、赤ちゃんに対してより親近感を持っており、育児に

対し前向きな姿勢が育まれている事が推察され、長期的にも体験学習が母性・父性の涵養

に有効であることが示唆された。

  同時に、有意ではないが、体験学習経験者では「育児で女性は疲れて見える」などの回

答がやや増加しており、育児を現実的な出来事としてとらえる傾向がみられた。

 人工妊娠中絶に対する意識では、体験学習経験者に「絶対にすべきでない」という回答

がみられた。

  全国の検討結果と比較して、古座高校の体験学習経験者では、赤ちゃんのあやし方がわ

かるなど赤ちゃんと接した具体的効果がより強くみられる傾向、育児を現実的な出来事と

してとらえるようになる傾向がうかがえた。高齢化率の高い当地方では、赤ちゃんと直接

触れ合った体験が具体的で有用な効果を与えている事が推察された。


